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令和７年度後期が始まりました 

猛暑の夏が終わり、秋らしい気候になってきました。３年生の就職・進学試験をはじめ、秋も多くの進路関係行事が

予定されています。皆さん一人一人にとって実りの多い秋になることを期待しています。さて、今回は夏季休業中から

先月までに行われた進路関係行事の一部を紹介します。 

 

＜地元就職情報交換会＞ ７月２５日（金） ３年生 

３年生の民間就職希望者が、「エスポワールかづの」で行われた地元就職情交換会に参加しました。４４の事業所が

集まり、参加した生徒は１人あたり４つの事業所の説明ブースを回って、担当者の説明を聞いたり質問をしたりしまし

た。別の日に大館地区で行われた同様の会に参加した生徒もおりますが、それぞれに、企業や職業についての理解を深

めることができたと思います。 

 

＜公務員試験激励会＞ ８月２８日（木）  ＜就職試験激励会＞ ９月１１日（木） ３年生 

 ３年生の公務員試験受験者、民間企業等の就職試験受験者の激励会が行われました。激励会では校長先生、３学年主

任の飯塚先生からの激励の言葉に続き、代表の生徒が、試験に臨むにあたり決意の言葉を力強く述べてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜就職面接練習会＞ ９月８日（月） ３年生 

３年生の民間就職希望者を対象に、就職試験に向けてより実践的な指導の機会を 

増やすため、ＰＴＡの方々の協力をいただいて就職面接練習会を行いました。ＰＴ 

Ａから７名の方々にご協力をいただき、先生方と合わせて計１０名が面接指導者と 

なって、個人面接の形式で練習しました。高校生の就職試験は９月１６日（火）か 

ら随時行われましたが、就職希望の生徒は、個別にいただいたアドバイスを参考に 

しながら、直前まで対策を続けて試験に臨みました。 

 

＜鹿角市先人顕彰館館長講話＞９月４日（木）＜RESAS (地域経済分析システム)の活用＞９月２４日（水） １年生 

鹿角市先人顕彰館館長の大澤太先生を招き「和井内貞行の生涯と鹿角の近代」 

と題して講話をいただきました。また、経済産業省東北経済産業局などから講師 

の先生を招いて各種統計資料を「見やすく、わかりやすく」したサービスである 

RESAS(地域経済分析システム)について学びました。１年生の探究活動（Planting 

Time）は「探究方法を習得し、社会について学ぶ」ことを目的としていますが、 

これらの講話・講座を通して、鹿角のことや、様々な場面で応用できる探究方法 

について学ぶことができたと思います。 
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＜建設産業担い手育成事業＞ ９月１０日（水） ２年生(普通科未来創造コース・産業工学科) 

建設産業における担い手が不足している状況を受けて、建設産業の内容や魅力について理解を深めてもらう機会を設

けることを目的に、秋田県鹿角地域振興局と鹿角建設業協会の主催による「建設産業担い手育成事業」が行われ、２年

生の普通科未来創造コースと産業工学科の生徒が参加しました。当日は鹿角建設業協会女性部「AWAYUKI」の方々による

講話に続き、４班に分かれて「ドローン」「機械操作」「ＶＲ」の現場体験をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度大学入学共通テスト出願 

令和８年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト 

に、本校からは３年生５３名が出願しました。実施期日 

は、令和８年１月１７日(土)と１８日(日)の２日間で、 

出題教科・科目や試験時間は右の表（『受験案内』P.8 

より抜粋）の通りです。（疾病等のやむを得ない事情に 

より当日受験できなかった人を対象とする追試験は１月 

２４日(土)・２５日(日)に設定されています。） 

 今回の共通テストから、出願等に係る全ての手続（出 

願内容の登録や訂正、受験票の取得、成績の閲覧等）は 

共通テストの出願サイトでマイページを作成し、そのマ 

イページで行うことになりました。また、検定料の支払 

はクレジットカード、コンビニエンスストア、Pay-easy 

（ペイジー）のいずれかの方法で行うことになりました。 

各大学等の個別試験についても、従来とは異なる指示 

や連絡事項が発表されている場合もありますので、今後 

もホームページ等で入試に関する最新の情報を確認して 

いくことが必要になってきます。各自の出願先の情報に 

は常に注意を払っておきましょう。 

 

「鹿角高校チャレンジングリスト」の結果より 

「鹿角高校チャレンジングリスト」は、皆さん一人一人が高校生活を振り返り、自分の行動や態度、身に付いた力な

どについて自己評価をしてもらうための質問項目です。４分野についての質問項目があり、学年に応じた質問項目に回

答してもらいました。質問項目は「仲の良い友人同士でも、相手を気づかった話し方、言葉づかいができる。」という

ように○か×かで回答するようになっています。 

下の２つの表は、各質問項目に○と答えた人数の割合をまとめたものです。左側の表はチャレンジングリストの質問

分野ごとにまとめています。右側の表は各質問項目を文部科学省が示している「キャリア発達に関わる４つの力」に当

てはめたものをまとめています。このチャレンジングリストでは、○と答えた質問項目の多さは問題ではありません。

今の自分について、自分自身で振り返って気付いたことを、これからの学校生活にぜひ生かしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

学校生活と人間関係（14問） ９３％ 

学習への取り組み（16問） ８０％ 

進路計画とその実践（20問） ７９％ 

部活動､体験活動､地域との関わり（14問） ９０％ 

 

人間関係形成・社会形成能力（16問） ９３％ 

自己理解・自己管理能力（16問） ８８％ 

課題対応能力（16問） ７８％ 

キャリアプランニング能力（16問） ７７％ 

 

【○と答えた割合：チャレンジングリストの質問分野ごと】 【○と答えた割合：各質問を「４つの力」に当てはめたもの】 


